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　恒例の「野沢ふるさと夏まつり」が８月１５日、 
マイロード通りで行われました。 
　流しうどんや桐々舞によるYOSAKOI踊りを合図 
に祭りが始まり、盆踊り大会ではいよいよ最高潮に。 
　浴衣姿や仮装姿の参加者たちは自慢の踊りを披露 
し、見物客を魅了していました。 

熱気に満ちた夏まつり 

●新たな米制度概要が決定………………………Ｐ2 
●中山間地域等直接支払制度で 
　集落活動の活性化を……………………………Ｐ3 
●国際社会を担う若者の新たなる 
　門出を祝して……………………………………Ｐ4～5 
　～平成15年度成人式～ 
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自由な流通制度 

45

        水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
 

　
転
作
作
物
に
対
し
て
助
成
す
る
「
と
 

も
補
償
」
や
米
価
の
価
額
補
填
を
行

う
「
稲
作
経
営
安
定
対
策
」
が
本
年

度
末
で
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ら
に
代
わ
る

『
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
』
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
転
作
や
特
色
あ
る
米
づ
 

く
り
に
対
し
て
助
成
を
行
う
『
産
地
 

づ
く
り
対
策
』
と
米
価
の
価
格
補
填
 

を
行
う『
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
』
 

の
二
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

  
米
の
産
地
づ
く
り
を
支
援
 

 
 
 
 
 
―
産
地
づ
く
り
対
策
―
 

　
 
と
も
補
償
は
、
全
国
一
律
の
助
 

 
成
単
価
の
使
用
な
ど
、
中
山
間
地
 

 
と
平
坦
地
に
お
け
る
条
件
格
差
な
 

 
ど
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
 
産
地
づ
く
り
対
策
で
は
、
　
地
 

 
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
　
を
各
地

　
区
に
設
置
さ
れ
る
水
田
農
業
推
進

　
協
議
会
ご
と
に
策
定
し
ま
す
。
そ

　
の
た
め
、
独
自
に
助
成
内
容
や
単

　
価
を
決
め
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
地

　
域
の
実
情
に
合
っ
た
助
成
が
可
能
 

       　
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
転
作
だ
け
で
な
く
、
有
 

 
機
栽
培
や
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
な
ど
の
 

 
特
別
栽
培
も
、
そ
の
中
に
盛
り
込
 

 
む
こ
と
に
よ
り
助
成
対
象
と
す
る
 

 
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

  
農
家
の
所
得
を
確
保
 

 
　
―
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
―
 

　
 
米
価
下
落
の
影
響
に
よ
る
農
業
 

 
所
得
の
減
少
を
緩
和
す
る
た
め
、
 

 
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
が
実
施
 

 
さ
れ
ま
す
。
 

　
 
従
来
の
稲
作
経
営
安
定
対
策
と
 

 
の
違
い
は
、
米
一
俵
あ
た
り
の
価
 

 
格
補
填
額
が
固
定
部
分
と
変
動
部
 

 
分
に
分
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
千
 

 
円
以
内
の
小
幅
な
下
落
時
に
は
、
 

 
稲
作
経
営
安
定
対
策
と
同
等
以
上
 

 
の
補
填
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
 

 
す
。
た
だ
し
、
千
円
以
上
の
大
幅
 

 
な
下
落
で
は
、
従
来
の
も
の
よ
り
 

 
少
な
く
な
り
ま
す
。
 

 　
　
い
ず
れ
も
生
産
調
整（
転
作
）
 

　
の
メ
リ
ッ
ト
措
置
で
あ
り
、
生
 

　
産
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
 

　
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

 担
い
手
の
育
成
 

　
一
定
規
模
以
上
の
稲
作
農
家
を
育
 

成
す
る
た
め
、
次
の
要
件
に
該
当
す
 

れ
ば
、
米
価
下
落
に
よ
る
稲
作
所
得
 

が
減
少
し
た
場
合
、
減
少
分
が
補
填
 

さ
れ
ま
す
（
最
大
九
割
）
。
 

 
 
 
 
認
定
農
業
者
 

 
 
 
 
・
作
付
面
積
が
四
　
以
上
 

 
 
 
 
・
青
色
申
告
を
実
施
 

  
 
 
 
集
落
等
で
の
集
団
営
農
 

 
 
 
 
・
作
付
面
積
が
十
　
以
上
 

 
 
 
 
・
経
理
の
管
理
 

 
 
 
 
・
農
業
法
人
化
の
予
定
 

  区
分
出
荷
の
実
施
 

　
加
工
用
米
に
代
わ
り
、
集
荷
円
滑
 

化
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
豊
作
等
に
よ
り
過
剰
米
 

が
生
じ
た
場
合
、
過
剰
米
を
主
食
用
 

と
分
け
て
出
荷
す
る
こ
と
で
、
米
価
 

の
下
落
を
防
ぐ
も
の
で
す
。
 

　
出
荷
の
際
、
一
俵
あ
た
り
八
千
円
 

程
度
が
農
家
に
融
資
さ
れ
、
米
が
売
 

れ
る
ま
で
に
か
か
っ
た
保
管
料
等
の
 

経
費
を
差
し
引
い
て
精
算
し
ま
す
。
 

 こ
れ
ら
の
制
度
に
は
、
拠
出
が
必
要
 

な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
が
 

決
ま
り
次
第
お
伝
え
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

農
林
課
農
政
係
 
　
　
│
４
５
３
１
 

 

 

″
 

″
 

″
 

″
 

〔 該 当 要 件 〕  

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

　
現
在
の
登
録
制
に
よ
る
流
通
制
度
は
本
年
度
末
で
廃
止
さ
 

れ
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
、
生
産
者
等
の
創
意
工
夫
が
生
 

か
さ
れ
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
農
産
物
検
査
を
受
け
、
安
全
が
確
認
さ
れ
る
と
、
 

品
種
や
等
級
な
ど
が
表
示
 

さ
れ
、
生
産
者
が
消
費
者
 

や
量
販
店
等
に
直
接
米
を
 

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
登
録
業
者
し
か
 

取
り
引
き
で
き
な
か
っ
た
 

市
場
に
お
い
て
も
、
入
札
 

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
 

生
産
者
自
身
が
流
通
す
る
 

米
全
体
を
把
握
で
き
る
制
 

度
に
な
り
ま
す
。
 

自由な流通制度  「
高
品
質
」
、「
安
全
・
安
心
」
な
ど
、
消
費
者
の
需
用
に
応
じ
た
 

　
売
れ
る
米
づ
く
り
　
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
実
際
に
米
の
販
売
を
 

行
う
Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
り
、
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
そ
の
決
定
機
関
と
し
て
、
会
津
い
い
で
水
田
農
業
推
進
協
議
会
が
 

発
足
し
ま
し
た
。
 

 
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
全
体
計
画
を
Ｊ
Ａ
が
担
当
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
 

地
区
計
画
を
各
市
町
村
で
策
定
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
構
成
 

市
町
村
独
自
の
取
り
組
み
と
Ｊ
Ａ
の
販
売
計
画
が
反
映
さ
れ
た
も
の
 

と
な
り
ま
す
。
 

 
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、
農
業
者
等
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
な
 

が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
。
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 集
落
の
活
動
 

 
「
こ
の
制
度
で
、
地
区
の
農
業
へ
 

の
取
り
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
た
の
は
、
塩
中
山
間
地

域
管
理
組
合
代
表
の
伊
藤
善
一
さ
ん
。
 

 
「
こ
の
地
区
も
、
高
齢
化
や
過
疎
 

化
に
よ
り
、
農
業
を
継
続
し
て
い
く
 

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
特
に
、
 

農
地
等
の
維
持
管
理
が
大
変
で
…
…
。
 

だ
か
ら
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
水
 

路
や
農
道
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
高
 

齢
者
で
も
手
間
を
か
け
ず
に
農
業
が
 

で
き
る
環
境
に
す
る
た
め
に
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
農
業
に
つ
い
て
話
し
合
う
 

機
会
が
増
え
、
み
ん
な
の
農
業
に
対
 

す
る
意
識
が
向
上
し
た
そ
う
で
す
。
 

  
こ
の
他
に
も
、
各
集
落
協
定
組
合
 

な
ど
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

【
農
地
や
道
路
・
水
路
の
 

　
　
　
　
　
　
　
維
持
管
理
活
動
】
 

 
●
農
地
や
法
面
な
ど
の
定
期
的
点
 

　
　
検
 

 
●
共
同
作
業
に
よ
る
水
路
の
堰
上
 

 
 
げ
、
道
路
の
草
刈
り
な
ど
 

【
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
 

　
　
　
　
　
　
　
の
た
め
の
活
動
】
 

 
●
集
落
の
将
来
を
考
え
る
懇
談
会
 

 
●
お
盆
の
帰
省
者
と
の
交
流
会
 

 
●
景
観
形
成
の
た
め
、
沿
道
へ
の
 

 
 
花
の
植
付
け
 

 
●
河
川
清
掃
に
よ
る
魚
類
・
昆
虫
 

 
 
類
の
保
護
活
動
 

 
こ
の
他
、
農
作
業
受
委
託
の
推
進
 

や
耕
作
者
の
土
地
の
利
用
集
積
も
進
 

め
て
い
ま
す
。
 

  今
後
の
制
度
推
進
 

 
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
 

実
施
期
間
は
平
成
十
六
年
度
ま
で
で
 

す
。
今
年
度
も
協
定
締
結
面
積
が
増
 

加
し
、
町
内
の
対
象
面
積
の
約
五
十
 

一
　
が
認
定
済
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
町
で
は
、
こ
の
制
度
が
集
落
営
農
 

の
維
持
発
展
と
地
域
の
活
性
化
に
不
 

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
協
 

定
締
結
に
向
け
た
説
明
会
な
ど
を
開
 

催
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
 

を
希
望
さ
れ
る
集
落
な
ど
は
農
林
課
 

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

農
林
課
農
政
係
 
 
　
│
４
５
３
１
 

せ
き
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

塩
集
落
で
取
り
組
ん
だ
水
路
工
事
 

中山間地域等直接支払制度で 
　　　　　集落活動の活性化を 

　中山間地域が抱える農業従事者の減少や耕作放棄地・荒廃地の増 
加を解消するとともに、農地を耕作することで得られる洪水の防止 
や水源の保全、美しい緑の景観提供などの多面的機能を確保するた 
めに、平成12年度から始められた中山間地域等直接支払制度。 
　本号では、この制度に取り組んでいる集落の活動内容と認定状況 
についてお知らせします。 

集落数41地域（参加者数727人） 

農 用 地 面 積 

内　急 傾 斜 地 

訳　緩 傾 斜 地 

交 付 金 総 額 

集落最高交付額 

集落平均交付額 

４２５．６７ha 

２１４．３２ha 

２１１．３５ha 

61 , 914 , 000円 

4 , 292 , 000円 

1 , 510 , 098円 

農業者数　10人 

農 用 地 面 積 

内　急 傾 斜 地 

訳　緩 傾 斜 地 

交 付 金 総 額 

平均交付金額 

４２．３６ha 

３．６４ha 

３８．７２ha 

4 , 2 47 , 0 00円 

424 , 700円 

農 用 地 面 積 

内　急 傾 斜 地 

訳　緩 傾 斜 地 

交 付 金 総 額 

今年度増加面積 

４６８．０３ha 

２１７．９６ha 

２５０．０７ha 

66 , 161 , 000円 

８．２５ha
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成人証書を受取る長谷川竹雄さん（下野尻） 

国
際
社
会
を
担
う
若
者
の
 

　
　
新
た
な
る
門
出
を
祝
し
て
 

  

  

              
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
を
担
う
若

者
た
ち
の
二
十
歳
を
祝
う
成
人
式
が
、
 

八
月
十
五
日
に
西
会
津
中
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

 
新
成
人
は
二
十
歳
を
迎
え
た
喜
び
 

を
か
み
締
め
な
が
ら
、
友
達
と
の
再

会
に
話
し
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

  
今
年
、
成
人
式
を
迎
え
た
み
な
さ
 

ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
 

ら
同
五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
方
で
、
九
十
人
が
出
席
し
ま
 

し
た
。
 

 
式
典
の
前
に
行
わ
れ
た
ビ
デ
オ
上
 

映
で
は
、
「
わ
た
し
の
メ
モ
リ
ー
二
 

十
年
」
と
題
し
、
新
成
人
た
ち
の
二
 

十
年
間
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
映
像
 

が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
や
 

中
学
校
の
頃
の
映
像
を
見
た
新
成
人
 

た
ち
は
、
当
時
の
な
つ
か
し
い
光
景

に
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
 

   成
人
者
名
簿
か
ら
 
 
〔
敬
称
略
〕
 

【
野
沢
地
区
】
二
十
七
人
（
世
帯
主
）
 

二
町
内
 
沼
　
澤
　
千
　
博
（
高
揚
）
 

三
町
内
 
山
 
本
 
友
 
紀
（
眞
介
）
 

六
町
内
 
佐
 
藤
 
明
 
菜
（
幸
助
）
 

 
 
 
 
清
　
野
　
貴
　
子
（
栄
一
郎
）
 

 
 
 
 
根
 
本
 
雅
 
彦
（
一
）
 

 
 
 
 
橋
谷
田
　
　
　
準
（
満
江
）
 

七
町
内
 
池
　
田
　
昌
　
志
（
清
志
）
 

 
 
 
 
小
　
柴
　
　
　
忍
（
榮
）
 

八
町
内
 
片
　
浦
　
誠
一
朗
（
清
孝
）
 

 
 
 
 
新
　
城
　
理
　
恵
（
一
）
 

九
町
内
一
 
石
 
川
 
 
 
優
（
昭
）
 

 
 
 
 
齋
　
藤
 
 
 
梓
（
豊
重
）
 

 
 
 
 
佐
　
藤
　
哲
　
也
（
則
男
）
 

 
 
 
 
三
　
留
　
恵
里
子
（
和
郎
）
 

九
町
内
二
　
小
　
林
　
孝
　
文
（
幸
三
）
 

 
 
 
 
篠
　
田
　
和
　
弘
（
文
弘
）
 

下
小
屋
 
新
　
田
　
一
　
将
（
一
利
）
 

十
町
内
 
笠
　
間
　
涼
　
子
（
賢
司
）
 

西
 
平
 
田
　
部
　
瑞
　
香
（
薫
）
 

芝
 
草
 
相
　
原
　
加
代
子
（
稔
）
 

 
 
 
 
飯
 
澤
　
藍
　
子
（
武
司
）
 

 
 
 
 
長
谷
川
　
正
　
樹
（
君
夫
）
 

堀
 
越
 
夏
　
井
　
ふ
　
み
（
宏
光
）
 

大
久
保
 
清
　
野
　
　
　
勉
（
慶
三
）
 

 
牧
　
 
伊
　
藤
　
久
　
美
（
功
）
 

安
 
座
 
石
　
川
　
裕
　
子
（
勝
一
）
 

 
　
　
　
西
　
田
　
　
　
仁
（
春
喜
）
 

【
尾
野
本
地
区
】
三
十
八
人
 

西
 
原
 
斎
　
藤
　
竜
　
介
（
元
則
）
 

 
 
 
 
武
　
藤
　
恵
　
子
（
久
雄
）
 

    森
 
野
　
会
　
田
　
明
　
理
（
秋
広
）
 

 
 
 
 
小
　
熊
 
 
 
一
（
幸
江
）
 

 
 
 
 
斎
　
藤
　
和
　
彦
（
一
）
 

 
 
 
 
長
谷
川
　
琴
　
美
（
英
雄
）
 

萱
 
本
　
渡
　
部
　
康
　
徳
（
康
弘
）
 

 
　
　
　
渡
　
部
　
直
　
人
（
虎
一
）
 

 
　
　
　
鈴
　
木
　
希
江
子
（
丈
彦
）
 

松
 
尾
　
渡
　
部
　
元
　
基
（
勝
喜
）
 

 
 
　
　
野
　
原
　
一
　
紗
（
昭
夫
）
 

 
 
　
　
長
谷
川
　
奈
　
美
（
覚
）
 

 
　
　
 
長
谷
川
　
和
　
宏
（
君
男
）
 

尾
 
登
　
斎
 
藤
　
　
　
俊
（
周
一
）
 

 
　
　
　
齋
 
藤
 
麗
 
子
（
久
）
 

 
　
　
　
齋
 
藤
 
信
 
人
（
信
一
）
 

 
　
　
　
齋
 
藤
　
　
　
敦
（
義
喜
）
 

 
　
　
　
斎
 
藤
 
美
 
香
（
一
博
）
 

下
小
島
 
伊
勢
亀
　
麻
　
衣
（
博
司
）
 

 
　
　
　
伊
勢
亀
　
和
　
則
（
和
夫
）
 

西
 
林
　
佐
　
藤
　
朱
 
美
（
誠
一
）
 

 
 
　
　
長
谷
川
 
 
 
豊
（
と
み
い
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
 
伊
勢
亀
　
朝
　
紀
（
彰
）
 

上
小
島
 
薄
 
上
　
　
　
真
（
敬
子
）
 

 
　
　
　
佐
　
藤
　
好
　
美
（
健
一
）
 

 
　
　
　
高
　
橋
　
英
　
和
（
賢
一
）
 

縄
 
沢
 
岩
　
渕
　
勇
　
心
（
勝
広
）
 

 
 
　
　
二
 
瓶
 
ま
き
子
（
忠
雄
）
 

 
　
　
　
長
谷
川
 
 
 
純
（
充
）
 

 
　
　
　
長
谷
川
 
 
 
望
（
秀
一
）
 

 
　
　
　
長
谷
川
　
　
　
俊
（
一
成
）
 

 
　
　
　
三
　
橋
　
　
　
淳
（
一
仁
）
 

青
 
坂
　
三
　
留
　
一
　
輝
（
満
）
 

国
際
社
会
を
担
う
若
者
の
 

　
　
新
た
な
る
門
出
を
祝
し
て
 

〜
平
成
　
年
度
　
成
人
式
〜
 

15

、
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渡部　直人さん（萱本） 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカさん 
（アメリカ） 

英語指導助手 
シャノン・ファーラーさん 
（オーストラリア） 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
か
ら
「
健
康
 

に
留
意
し
て
、
世
界
で
輝
け
る
人
材
 

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
、
松
崎
教
育
委
員
長
、

来
賓
の
方
々
か
ら
も
激
励
の
言
葉
が

新
成
人
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り
が

紹
介
さ
れ
、
代
表
と
し
て
長
谷
川
竹

雄
さ
ん
（
下
野
尻
）
に
成
人
証
書
が
、
 

ま
た
片
浦
誠
一
朗
さ
ん
（
八
町
内
）

に
記
念
品
が
山
口
町
長
よ
り
手
渡
さ

れ
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
高
 

橋
愛
さ
ん
（
真
ヶ
沢
）
が
「
今
日
か
 

ら
は
『
責
任
』
、『
自
覚
』
、『
人
に
対

す
る
思
い
や
り
』
を
持
ち
、
成
人
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
、
目
標

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
全
国
に
誇
れ
る
西
会
津
町
に

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
と
自
覚

を
持
ち
な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
責

任
の
あ
る
生
活
を
し
て
い
き
ま
す
。」
 

と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
 

た
。
 

　
ま
た
、
マ
イ
ケ
ル
・
レ
ド
ヴ
ィ
ン
 

カ
国
際
交
流
員
か
ら
、
日
本
と
ア
メ
 

リ
カ
で
の
節
目
と
な
る
年
齢
の
違
い
 

を
例
に
、
国
際
社
会
を
担
う
新
成
人

へ
国
際
理
解
に
関
す
る
は
な
む
け
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
渡
部
直
人
さ
 

ん
（
萱
本
）
と
佐
藤
美
幸
さ
ん
（
高
 

目
）
に
よ
る
二
十
歳
を
迎
え
て
の
思
 

い
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

 

出
ヶ
原
　
佐
　
藤
　
健
　
一
（
郁
男
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
美
　
佳
（
幸
悦
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
理
　
恵
（
啓
一
）
 

牛
　
尾
　
佐
　
藤
　
　
　
厚
（
ひ
ろ
子
）
 

山
　
口
　
高
　
橋
　
み
つ
美
（
光
雄
）
 

【
群
岡
地
区
】
 
　
十
四
人
 

上
野
尻
　
伊
　
藤
　
信
太
郎
（
信
行
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
裕
（
惠
子
）
 

　
　
　
　
石
　
本
　
優
　
介
（
忠
吉
）
 

　
　
　
　
中
　
村
　
綾
　
子
（
武
）
 

下
野
尻
　
内
　
海
　
　
　
幸
（
正
志
）
 

　
　
　
　
嶋
　
田
　
容
　
子
（
之
仁
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
い
づ
み
（
ヤ
ス
子
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
竹
　
雄
（
ヤ
ス
子
）
 

　
　
　
　
武
　
藤
　
梨
　
恵
（
剛
）
 

端
　
村
　
渡
　
部
　
達
　
也
（
春
夫
）
 

徳
　
沢
　
猪
　
俣
　
佳
　
那
（
靜
也
）
 

　
　
　
　
中
　
原
　
大
　
幸
（
伊
藤
義
一

）
 

白
　
坂
　
廣
　
瀬
　
ユ
　
キ
（
浩
永
）
 

楢
木
平
　
佐
　
藤
　
志
　
保
（
力
）
 

【
新
郷
地
区
】
 
 
　
七
人
 

高
　
目
　
佐
　
藤
　
美
　
幸
（
美
代
子
）
 

小
清
水
　
貝
　
沼
　
　
　
拓
（
眞
）
 

　
　
　
　
長
谷
沼
　
徳
　
義
（
市
平
）
 

　
原
　
　
大
　
竹
　
千
　
尋
（
隆
一
）
 

井
　
谷
　
武
　
藤
　
志
　
穂
（
裕
悦
）
 

八
重
窪
　
遠
　
藤
　
　
　
誠
（
誠
喜
）
 

戸
　
中
　
石
　
井
　
里
　
志
（
孝
）
 

【
奥
川
地
区
】
　
 
十
二
人
 

杉
　
山
　
佐
　
藤
　
晋
　
子
（
時
男
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
修
　
子
（
時
男
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
純
　
子
（
勝
利
）
 

向
　
原
　
伊
　
藤
　
恵
　
美
（
哲
雄
）
 

　
　
　
　
杉
　
本
　
浩
　
良
（
正
充
）
 

下
　
松
　
玉
　
木
　
香
　
織
（
倉
治
）
 

山
　
浦
　
三
　
瓶
　
か
お
り
（
純
一
）
 

真
ヶ
沢
　
高
　
橋
　
　
　
愛
（
義
昌
）
 

　
　
　
　
矢
　
部
　
和
　
美
（
傳
次
郎
）
 

小
　
屋
　
矢
　
部
　
　
　
豊
（
隆
一
）
 

極
　
入
　
佐
　
藤
　
夕
　
子
（
善
雄
）
 

小
綱
木
　
荒
　
海
　
　
　
洋
（
紀
久
男
）
 

二
十
歳
を
迎
え
て
 

 
 
成
人
と
し
て
、
常
に
心
に
留
め
て
生
活
し
て
い
こ
う
と
決
め
て
 

 
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 
ま
ず
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。
今
日
と
い
う
日
が
あ
 

 
る
の
も
、
私
を
生
ん
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
 

 
そ
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
 

 
 
次
に
、
友
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。
私
に
と
っ
て
一
 

 
番
身
近
な
存
在
は
友
人
で
あ
り
、
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
た
と
き
も
 

 
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
友
人
か
ら
励
ま
さ
れ
、
ど
れ
だ
け
大
き
な
 

 
力
を
も
ら
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
 

 
 
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
 

 
な
り
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
責
任
と
言
わ
れ
て
も
難
し
い
で
す
が
、
 

 
一
つ
ず
つ
学
ん
で
、
恥
ず
か
し
く
な
い
大
人
に
な
る
こ
と
が
大
切
 

 
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
福
島
県
警
察
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
 

 
す
が
、
警
察
官
ら
し
い
生
活
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
 

 
 
こ
れ
か
ら
は
、
人
の
心
を
打
つ
よ
う
な
人
間
性
を
形
成
し
て
い
 

 
く
う
え
で
、
謙
虚
で
礼
儀
正
し
い
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
何
か
を
 

 
プ
ラ
ス
し
た
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

新成人からのメッセージ 

 
町
で
は
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、
幼
 

児
期
か
ら
の
語
学
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
英
語
指
導
助
手
と
 

国
際
交
流
員
を
招
い
て
い
ま
す
。
八
月
か
ら
、
国
際
交
流
員
に
 

マ
イ
ケ
ル
・
レ
ド
ヴ
ィ
ン
カ
さ
ん
、
英
語
指
導
助
手
に
シ
ャ
ノ
 

ン
・
フ
ァ
ー
ラ
ー
さ
ん
を
新
た
に
迎
え
ま
し
た
。
 

新しい国際交流員と 
　　英語指導助手が着任 
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

      
 
　
　
　
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
国
 

　
　
　
　
際
交
流
員
の
マ
イ
ケ
ル
・
レ
ド
ヴ
ィ
 

　
　
　
　
ン
カ
で
す
。
 

 
 
　
　
　
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
チ
 

ャ
ド
さ
ん
が
カ
ナ
ダ
に
帰
っ
た
の
で
、
そ
の
後
 

任
と
し
て
私
が
西
会
津
町
に
来
ま
し
た
。
 

 
交
代
す
る
に
あ
た
っ
て
、
少
し
だ
け
不
安
が
 

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
前
任
の
チ
ャ
ド
さ
ん
が
、
 

経
験
豊
富
で
、
み
な
さ
ん
に
も
慕
わ
れ
て
い
た
 

の
に
対
し
、
私
は
こ
の
仕
事
が
初
め
て
な
の
で
、
 

失
敗
が
多
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

そ
の
う
え
、
西
会
津
町
に
来
た
ば
か
り
で
、
何
 

も
知
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
最
初
は
少
し
難
 

し
く
て
も
、
こ
の
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
 

す
。
 

 
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
最
初
の
記
事
な
の
で
、
 

自
己
紹
介
を
し
ま
す
。
 

 
私
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
か
ら
来
ま
 

し
た
。「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」
と
聞
く
と
コ
ー
ヒ
ー
を
 

連
想
す
る
人
が
多
い
で
す
が
、
実
は
ジ
ョ
ー
ジ
 

ア
州
で
コ
ー
ヒ
ー
は
作
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
 

し
か
も
、ア
メ
リ
カ
に
は「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
コ
ー
ヒ
 

ー
」と
い
う
製
品
が
あ
り
ま
せ
ん
。ジ
ョ
ー
ジ
ア
 

州
の
本
当
の
名
産
品
は
桃
で
す
。
時
々
「
桃
の
 

州
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
す
。
首
都
は
オ
リ
ン
 

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で
、
私
の
 

ふ
る
さ
と
の
ア
セ
ン
ズ
市
と
は
百
キ
ロ
　
ぐ
ら
 

い
離
れ
て
い
ま
す
。
ア
セ
ン
ズ
市
の
人
口
は
会
 

津
若
松
市
と
だ
い
た
い
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
大
学
 

（
と
多
分
音
楽
）
で
有
名
で
す
。
ア
セ
ン
ズ
市
 

飯豊の王様の國分信人さん（左） 
　　　　　　　と 
　　　女王の伊藤洋子さん（右） 

　７月27日から29日までの３日間にわたり行われ 
た今年の「いいでの集い」は、天候にも恵まれ、 
参加者75人は飯豊連峰の持つ大自然を満喫し、雄 
大な景色に魅了されていました。 
　また、修験道の山として知られているほど険し 
い山にも関わらず、56人もの参加者が連峰の最高 
峰である大日岳登頂を成し遂げました。 

メ
ー
 

ト
ル
 

 
野
沢
中
央
商
栄
会
が
主
催
の
七
夕
ま
 

つ
り
が
８
月
７
日
に
、
町
内
の
中
央
通
 

り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に
は
、
 

華
や
か
に
彩
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
七
夕
 

飾
り
が
浴
衣
姿
の
家
族
連
れ
ら
を
出
迎
 

え
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
短
冊
に
願
 

い
ご
と
を
書
か
せ
る
も
の
も
あ
り
、
真
 

剣
に
願
い
ご
と
を
書
い
て
い
る
場
面
も
 

あ
り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
露
店
や
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
が
 

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、
夜
遅
く
ま
で
に
 

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
に
は
学
生
が
三
万
人
 

い
ま
す
。
そ
の
三
万
人
は
ア
セ
ン
ズ
市
の
人
口
 

の
三
分
の
一
に
も
な
る
の
で
、
ア
セ
ン
ズ
市
は
 

「
大
学
の
町
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
去
年
ま
で
私
も
そ
の
三
万
人
の
う
ち
の
一
人
 

で
し
た
。
専
門
は
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
。
 

私
は
、
特
に
日
本
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
 

た
の
で
、
日
本
へ
留
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
、
交
換
留
 

学
生
と
し
て
大
阪
外
国
語
大
学
で
勉
強
し
ま
し
 

た
。
す
ご
く
良
い
経
験
を
し
た
の
で
、
日
本
が
 

と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、
も
う
 

一
年
間
大
学
で
勉
強
し
、
去
年
の
十
二
月
に
卒
 

業
し
ま
し
た
。
で
も
、
卒
業
し
た
ば
か
り
な
の
 

に
、
も
う
二
十
六
歳
で
す
。
卒
業
が
遅
れ
た
の
 

は
、
専
門
が
二
つ
あ
っ
た
こ
と
と
、
日
本
に
留
 

学
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
 

 
西
会
津
町
の
第
一
印
象
は「
山
が
キ
レ
イ
」と
 

い
う
こ
と
で
す
。
私
は
自
然
が
大
好
き
な
の
で
、
 

西
会
津
の
景
色
を
す
ご
く
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
都
会
よ
り
も
、
こ
ち
ら
の
人
た
ち
の
 

方
が
優
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、
便
利
な
都
会
よ
 

り
も
、
こ
ち
ら
の
方
が
も
っ
と
楽
し
く
過
ご
す
 

こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
私
は
、
西
会
津
町
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
 

に
喜
ん
で
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
こ
で
国
際
交
 

流
員
の
仕
事
が
で
き
る
な
ん
て
、
夢
が
か
な
っ
 

た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
西
会
津
町
で
交
流
 

と
英
語
教
育
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
広
報
で
コ
ラ
 

ム
を
連
載
し
ま
す
の
で
、
是
非
読
ん
で
下
さ
い
。
 

 
西
会
津
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
 

ま
す
！
 

 
８
月
３
日
、
国
道
　
号
の
車
峠
 

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
 

西
会
津
町
交
通
安
全
協
会
群
岡
分
 

会
が
中
心
と
な
り
、
テ
ン
ト
村
作
 

戦
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
テ
ン
ト
村
作
戦
に
は
、
夏
休
み
 

中
の
地
元
小
学
生
も
参
加
。
パ
ー
 

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
誘
導
さ
れ
た
車
 

に
コ
ー
ヒ
ー
や
ガ
ム
な
ど
を
配
り
、
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
交
通
安
 

全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

49

　７月19日と20日の２日間にわたり、小学５年 
生92人がいわき市の豊間小学校の児童と薄磯海 
岸などで夏季交流を楽しみまし 
た。（写真：上） 
　また、８月６日から９日まで 
の４日間は、小学６年生16人と 
中学２年生８人が沖縄県大宜味 
村を訪れ、ホームステイなどを 
通し、現地の児童・生徒と交流 
を深めるなど、忘れられない夏 
の思い出を胸に刻みました。 
（写真：下） 



8

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

楽しみだな～（奥川小学校校庭） 
7/30～31　奥川クラブ「こめらっ子」 

尾瀬の湿原をバックに「おすましさん」 
7/28～29　新郷少年教室 

これが結構飛ぶんです！（旧屋敷小学校） 
8/4～5　にしあいづ わんぱく塾 

はちきれてまーす（大山祇神社本社境内） 
7/31～8/1　ふるさとふれあい教室 

  

 

 
夏
休
み
を
利
用
し
て
、様
々
な
少
年
教
室
（
宿
 

泊
学
習
・
野
外
活
動
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
教
室
と
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
 

火
お
こ
し
体
験
、炭
焼
き
体
験
、ハ
イ
キ
ン
グ
、
 

野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
な
ど
を
通
し
て
、
参
加
者
は
仲
間
と
協

力
し
合
い
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

                       　
帰
る
頃
に
は
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
、
 

「
ま
た
、
来
年
も
参
加
し
た
い
。」、「
覚
え
た
こ
と
 

を
友
達
や
家
の
人
に
教
え
て
あ
げ
よ
う
。」な
ど
 

の
言
葉
が
聞
か
れ
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
な
、
た

く
ま
し
い
少
年
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

 



9

このスイングが試合を決めた？ 

坂道で鍛え上げる選手たち！ 

  　
 
 
 
 
〜
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
〜
 

　
三
十
六
回
目
を
迎
え
た
町
長
旗
争
奪
野
球
大
 

会
が
、
八
月
十
七
日
　
に
、
さ
ゆ
り
公
園
野
球

場
で
行
わ
れ
、
奥
川
と
群
岡
の
二
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。
 

　
町
公
民
館
と
体
育
協
会
の
主
催
、
町
野
球
協
 

会
の
主
管
で
行
わ
れ
、
全
地
区
五
チ
ー
ム
が
出
 

場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

　
決
勝
は
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
奥
川
対
群
 

岡
の
戦
い
と
な
り
、
同
点
の
ま
ま
迎
え
た
五
回
 

終
了
時
点
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
 

悪
化
に
よ
り
試
合
継
続
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
 

両
チ
ー
ム
の
健
闘
を
称
え
、
二
チ
ー
ム
優
勝
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
対
戦
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 ◇
一
回
戦
 
奥
　
 
川
 
５
―
３
 
尾
野
本
 

◇
準
決
勝
 
群
 
　
岡
 
６
―
５
 
野
　
　
沢
 

　
　
　
　
 
奥
　
 
川
 
５
―
１
 
新
 
　
郷
 

◇
決
　
勝
 
奥
　
 
川
 
７
―
７
 
群
　
 
岡
 

    
町
の
駅
伝
チ
ー
ム
の
結
団
式
が
八
月
三
十
一

日
　
に
さ
ゆ
り
公
園
管
理
棟
で
行
わ
れ
、
引
き

続
き
今
年
度
一
回
目
の
チ
ー
ム
練
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

 
個
人
練
習
を
積
み
重
ね
た
選
手
の
み
な
さ
ん

は
、
キ
レ
の
あ
る
走
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

 
今
後
も
、
昨
年
以
上
の
成
績
を
目
指
し
て
、

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

           駅
伝
大
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
◇
喜
多
方
地
方
広
域
ふ
る
さ
と
駅
伝
 

　
 
日
　
時
　
九
月
二
十
八
日
 

　
　
 
 
　
　
午
前
九
時
十
五
分
ス
タ
ー
ト
 

 
 
コ
ー
ス
　
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

　
　
　
　
　
　
 
　
　
 

　
　
　
　
　
 
喜
多
方
市
押
切
川
体
育
館
前
 

　
◇
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
 

　
 
日
　
時
　
十
一
月
十
六
日
 

　
　
 
 
　
　
午
前
八
時
ス
タ
ー
ト
 

　
 
コ
ー
ス
　
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
 
 
　
　
　
福
島
県
庁
前
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 

　
綱
沢
村
勘
七
は
、
こ
の
名
僧
知
識
の
美
僧
の
 

正
体
が
、
か
つ
て
自
分
が
殺
め
た
上
谷
山
狐
こ
 

ん
こ
ん
丸
の
娘
お
つ
な
と
は
夢
知
ら
ず
、
た
だ
 

も
う
有
難
が
っ
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
名
 

す
る
功
徳
・
ご
利
益
の
教
え
を
願
う
。
 

　
「
さ
れ
ば
、
存
生
に
お
い
て
阿
字
十
方
三
世
 

仏
・
弥
字
一
切
諸
菩
薩
・
陀
字
八
万
諸
正
行
を
 

唱
え
る
の
は
、
こ
れ
み
な
阿
弥
陀
仏
の
功
力
に
 

て
、
さ
も
な
け
れ
ば
地
獄
の
苦
し
み
を
免
る
る
 

こ
と
あ
た
わ
じ
！
」
 

　
勘
七
は
、
そ
の
凛
と
し
た
美
僧
 

の
声
に
感
涙
を
流
し
、
 

　
「
ア
ア
有
難
や
有
難
や
…
…
シ
 

テ
和
尚
様
、
色
々
あ
る
お
経
の
中
 

で
は
何
経
が
ご
利
益
に
勝
れ
て
い
 

る
の
で
お
ざ
い
や
し
ょ
う
か
？
」
 

　
「
ハ
イ
諸
経
の
中
に
て
は
法
華
 

経
の
利
益
は
転
輪
王
の
位
に
も
上
 

り
、
半
偈
聞
法
の
徳
は
三
千
世
界
 

の
宝
に
も
勝
れ
た
り
。
こ
の
お
経
 

を
聴
く
な
ら
ば
種
々
の
罪
科
も
消
 

滅
し
、
成
仏
得
道
疑
い
あ
り
ま
せ
ぬ
！
」
 

　
「
オ
オ
そ
れ
は
ま
こ
と
で
？
」
 

　
「
ハ
イ
、
病
は
す
な
わ
ち
本
復
し
て
不
老
不
 

死
の
薬
と
な
り
、
ま
た
死
し
て
冥
土
の
三
途
の
 

大
河
を
渡
る
と
き
は
橋
と
な
り
、
生
死
の
大
河
 

を
渡
る
と
き
は
舟
と
な
り
、
夜
は
灯
と
な
り
、
 

敵
に
向
か
う
と
き
は
剣
と
な
り
、
一
念
信
解
の
 

功
徳
は
五
宝
密
の
修
行
に
も
勝
れ
、
五
十
展
転
 

の
功
徳
は
一
中
教
化
に
も
勝
れ
た
り
！
」
 

　
鈴
を
転
が
す
よ
う
な
美
僧
の
説
法
に
、
勘
七
 

は
何
が
何
だ
か
訳
が
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
 

も
、
と
に
も
か
く
に
も
有
難
涙
、
 

　
「
ア
ア
和
尚
様
は
、
た
だ
の
お
方
で
は
お
ざ
 

い
や
せ
ん
。
お
釈
迦
如
来
か
弘
法
様
か
、
そ
れ
 

と
も
法
然
様
の
再
来
か
。
俺
ら
な
ん
ぞ
は
、
こ
 

れ
ま
で
散
々
悪
業
を
や
ら
か
し
や
し
て
、
今
さ
 

ら
悔
ん
で
も
仕
方
が
お
ざ
い
や
せ
ん
が
、
せ
め
 

て
も
未
来
で
成
仏
で
き
る
よ
う
に
お
力
を
貸
し
 

　
　
　
　
　
て
お
く
ん
な
ん
し
ょ
」
 

　
　
　
　
　
　
と
勘
七
は
一
心
不
乱
、
脱
い
だ
 

　
　
　
　
　
笠
を
脇
に
置
き
、
お
つ
な
和
尚
の
 

　
　
　
　
　
前
に
跪
い
て
伏
し
拝
ん
だ
。
お
つ
 

　
　
　
　
　
な
は
、
そ
の
姿
を
見
て
「
ア
ア
こ
 

　
　
　
　
　
れ
こ
そ
が
御
城
稲
荷
様
の
霊
夢
の
 

　
　
　
　
　
具
現
！
」
と
、
は
る
か
彼
方
の
鶴
 

　
　
　
　
　
ヶ
城
稲
荷
に
向
か
っ
て
感
謝
を
さ
 

　
　
　
　
　
さ
げ
、
サ
テ
い
よ
い
よ
と
、
 

　
　
　
　
　
　
「
そ
な
た
、
さ
っ
そ
く
悪
心
を
 

　
　
　
　
　
ひ
る
が
え
し
て
仏
法
に
帰
依
し
、
 

　
　
　
　
　
善
心
に
志
し
た
る
は
誠
に
も
っ
て
 

奇
特
な
り
。
そ
の
心
底
な
れ
ば
拙
僧
の
弟
子
と
 

な
っ
て
髪
を
剃
り
、
菩
提
心
を
起
こ
さ
ば
、
そ
 

な
た
の
み
な
ら
ず
先
祖
代
々
子
々
孫
々
に
至
る
 

ま
で
極
楽
成
仏
う
た
が
い
な
か
る
べ
し
！
」
 

　
と
、
お
ご
そ
か
に
言
い
聞
か
せ
、
「
さ
れ
ば
 

こ
れ
よ
り
髪
を
下
ろ
し
、
受
戒
を
授
け
て
進
ぜ
 

よ
う
」
と
勘
七
を
西
に
向
か
せ
て
合
掌
さ
せ
、
 

懐
中
か
ら
剃
刀
を
取
り
出
し
て
ゾ
リ
ゾ
リ
ゾ
リ
 

と
丸
坊
主
に
し
て
し
ま
っ
た
。
　
（
つ
づ
く
）
 

あ
や
 

く
ど
く
 

り
や
く
 

く
り
き
 

り
ん
 

す
ぐ
 

て
ん
り
ん
 

の
ぼ
 

す
ぐ
 

じ
ょ
う
ぶ
つ
と
く
ど
う
 

は
ん
げ
も
ん
ぽ
う
 

く
ら
い
 

や
ま
い
 

つ
る
ぎ
 

し
ん
げ
 

　

ご
　

ほ
う
み
つ
 

て
ん
て
ん
 

し
ょ
う
じ
 

と
も
し
び
 

し
ょ
う
み
ょ
う
 

し
ょ
う
ぎ
ょ
う
 

ま
ぬ
が
 

ぞ
ん
じ
ょ
う
 

お
い
 

ひ
ざ
ま
づ
 

ぐ
げ
ん
 

か
な
た
 

き
　
い
 

そ
 

か
み
そ
り
 

絵
・
会
津
徳
寿
 

（日） 

（日） 

（日） （日） 
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がん 
29人 
（25％） 

脳卒中 
27人 
（24％） 

心臓病 
22人 
（19％） 

その他 
27人 
（24％） 

肺炎　9人 
（8％） 

がん 
29人 
（25％） 

脳卒中 
27人 
（24％） 

心臓病 
22人 
（19％） 

その他 
27人 
（24％） 

肺炎　9人 
（8％） 

①偏食で栄養のバ 
　ランスなど気に 
　しない 

⑤タバコを吸う 

⑨熱い物を食べる 
　のが好き 

②毎日、同じよう 
　なものばかり食 
　べている 

⑥野菜、果物、繊 
　維質のものをあ 
　まり食べない 

⑩日光に 
　あたる 
　ことが多い 

③脂肪の多いもの 
　を好む 

⑦しょっぱ 
　いものが 
　好き 

⑪運動をほとんど 
　しない 

④お酒を１ 
　日１合以 
　上飲む 

⑧コゲやカビがあ 
　っても気にしな 
　いで食べる 

⑫体が汚れていて 
　も気にしない 

7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0

人 

H11年 H12年 H13年 

胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 

  

 あ
な
た
は『
が
ん
』に
 

  
 
 
 
な
り
や
す
い
タ
イ
プ
？
 

 　
当
て
は
ま
る
項
目
が
い
く
つ
あ
る
か
数
え
て
 

み
ま
し
ょ
う
。
 

 検
診
で
早
期
発
見
が
決
め
手
！
 

　
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
 

町
で
は
胃
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
を
　
歳
か
ら
、
 

肺
・
大
腸
が
ん
検
診
を
　
歳
か
ら
受
診
で
き
ま
 

す
。
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
、
年
に
１

度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

     「
要
精
検
」の
通
知
が
届
い
た
ら
 

 　早
め
に
受
診
を
 

 　
検
診
で
「
要
精
検
」
と
な
っ
た
方
か
ら
、
が
 

ん
又
は
が
ん
の
疑
い
と
診
断
さ
れ
る
方
が
い
ま
 

す
。
「
要
精
検
」
と
な
っ
て
も
そ
の
後
、
医
療
 

機
関
を
受
診
し
な
い
方
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
 

は
検
診
を
受
け
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
 

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

 4
人
に
1
人
は『
が
ん
』で
死
亡
 

　
が
ん
は
町
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で
、
４
人
 

に
１
人
は
が
ん
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

                  町
で
は
ど
ん
な『
が
ん
』が
多
い
の
？
 

第
１
位
　
肺
が
ん
　
６
人
（
平
成
　
年
）
 

　
　
全
国
的
に
増
え
て
い
る
 

　
が
ん
の
１
つ
で
、
今
後
も
 

　
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
 

　
い
ま
す
。
 

 第
２
位
　
胃
が
ん
　
４
人
（
平
成
　
年
）
 

　
　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
 

　
を
す
れ
ば
、
治
る
が
ん
で
 

　
す
が
、
進
行
し
て
し
ま
う
 

　
と
転
移
す
る
可
能
性
が
高
 

　
く
な
り
ま
す
。
 

～9月はがん征圧月間です～ 

1313 13

要精検者でがん又はがんの疑い 
と診断された方の推移 

町
の
死
亡
原
因
と
そ
の
割
合
　
　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
成
　
年
）
 

30

40

★
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
が
ん
の
 

 
危
険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
 

 
そ
の
項
目
を
改
善
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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みんなの広場 みんなの広場 
佐
藤
　
利
昭
 

　
　
〔
芝
　
草
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

 
安
座
・
大
久
保
間
の
林
道
か
ら
見
た
野
 

　
沢
・
尾
野
本
地
区
 

　
（
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、
野
沢
・
尾
野
 

　
本
地
区
を
一
望
で
き
る
山
道
で
昼
食
し
 

　
た
と
き
の
町
の
景
色
と
新
緑
が
素
晴
ら
 

　
し
か
っ
た
。）
 

 

熱中していることは？ 

　パソコンの画面とにらめっ 

こ。 

 

最近感動したことは？ 

　出羽三山参拝で月山に登っ 

たこと。山からの眺めが我を 

忘れさせたことと、自分の足 

腰の強さが分かったこと。 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　外見は物静かに見えるが、 
何かをやり始めると“猫まっ 
しぐら”のように突っ走って 
しまう。 
 
これからやってみたいことは？ 
　荒れた畑を整備して何か造 
りたい。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｓ．Ｗさん（５町内） 

 
今
月
は
、
出
ケ
原
の
田
崎
美
智
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

 
田
崎
さ
ん
は
、
二
年
連
続
で
「
い
い
で
の
集
い
」
に
参
加
し
、
今
年
 

は
飯
豊
連
峰
の
最
高
峰
で
あ
る
大
日
岳
に
も
登
頂
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
「
飯
豊
山
に
登
り
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
周
り
の
人
が
『
良
い
と
こ
 

ろ
だ
よ
』
っ
て
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
か
ら
で
す
ね
。
二
、
三
年
前
 

に
こ
の
話
し
を
聞
い
て
登
っ
て
み
よ
う
と
は
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
 

な
か
な
か
で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
足
に
自
信
の
あ
る
う
ち
に
 

と
思
っ
て
、
思
い
切
っ
て
申
し
込
み
ま
し
た
。」
 

 
今
年
、
飯
豊
山
登
山
に
向
け
て
特
別
な
準
備
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
 

い
う
田
崎
さ
ん
で
す
が
、
普
段
か
ら
さ
ゆ
り
公
園
を
歩
く
よ
う
に
し
て
 

お
り
、
足
に
は
自
信
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

 
「
去
年
初
め
て
登
っ
た
時
は
、
す
ご
く
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。
『
何
 

で
こ
ん
な
大
変
な
思
い
を
し
て
登
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
』
っ
て
思
い
ま
 

し
た
よ
。
で
も
今
年
は
、
一
回
経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
楽
し
ん
で
登
 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
去
年
は
切
合
小
屋
ま
で
し
か
行
っ
て
な
い
ん
 

で
す
け
ど
、
今
年
は
大
日
岳
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
天
気
に
 

も
恵
ま
れ
ま
し
た
し
…
…
。
た
だ
、
山
頂
か
ら
見
渡
し
た
山
々
が
、
ど
 

こ
の
山
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。」
 

 
そ
ん
な
田
崎
さ
ん
に
元
気
の
元
は
何
で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
 

 
「
山
に
登
る
こ
と
で
す
ね
。
何
が
魅
力
な
の
か
と
言
え
ば
、
頂
上
に
 

登
っ
た
と
き
の
開
放
感
と
で
も
言
う
ん
で
し
ょ
う
か
。
頂
上
か
ら
ふ
も
 

と
を
見
下
ろ
し
た
と
き
に
人
や
自
分
の
暮
し
て
い
る
場
所
、
何
も
か
も
 

が
小
さ
く
見
え
る
そ
の
瞬
間
が
好
き
な
ん
で
す
。
 

 
一
人
で
は
ち
ょ
っ
と
無
 

理
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
 

飯
豊
山
以
外
の
山
に
も
登
 

っ
て
み
た
い
で
す
。
今
は
、
 

尾
瀬
と
か
西
吾
妻
連
峰
な
 

ん
か
を
考
え
て
い
ま
す
。」
 

と
、
飯
豊
山
登
山
の
厳
し
 

さ
を
も
楽
し
そ
う
に
話
し
 

て
く
れ
た
田
崎
さ
ん
。
昨
 

年
の
『
い
い
で
の
女
王
』
 

に
相
応
し
い
満
面
の
笑
顔
 

が
印
象
的
で
し
た
。
 

　生江　克志さん（8月号から）  
◆メッセージ◆ 
さゆりストリートジャズオーケス 
トラのリーダーとしてこれからも 
活躍されるよう期待しています。 
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都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
都
 

市
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
計
画
区
域
 

の
整
備
、
開
発
よ
び
保
全
の
方
針
を
定
め
る
も
 

の
で
す
。
 

 
県
で
は
、
県
内
　
の
都
市
計
画
区
域
全
て
に

つ
い
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
定
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
対
応

し
た
、
実
効
性
の
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素

案
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

 
素
案
策
定
の
参
考
と
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
 

ん
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

 
な
お
、
素
案
の
前
提
と
な
る
資
料
は
ホ
ー
ム
 

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
庁
 
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 
 
 
 
　
 
０
２
４
│
　
│
７
５
０
７
 

 
 
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
０
２
４
│
　
│
７
９
５
６
 

     
動
物
と
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
動
物
に
つ
い
 

て
の
正
し
い
知
識
と
愛
護
を
深
め
て
も
ら
う
た
 

め
「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
次
に
よ
 

り
開
催
し
ま
す
。
 

 
▼
日
時
 
９
月
　
日
 
 
　
時
か
ら
 

 
▼
場
所
 
会
津
総
合
運
動
公
園
 
ふ
れ
あ
い
の
丘
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
会
津
若
松
市
門
田
町
）
 

 
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 
食
品
衛
生
チ
ー
ム
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
│
　
│
５
５
１
７
 

                   
　
月
１
日
か
ら
『
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
 

進
に
関
す
る
法
律
』
に
基
づ
き
、
家
電
４
品
目
 

（
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
）
 

同
様
、
有
料
で
個
人
（
家
庭
）
用
の
使
用
済
み
 

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
も
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
こ
の
た
め
、
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
や
町
 

の
粗
大
ご
み
収
集
で
は
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
 

の
で
、
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
廃
棄
す
る
場
合
 

に
は
、
各
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
申
し
込
み
く
 

だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

町
民
生
活
課
消
防
環
境
係
 
　
　
│
２
２
１
５
 

ま
た
は
 

　
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
 

 
 
 
 
 
　
　
　
　
０
３
│
　
│
７
６
８
５
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.pc3r.jp

                   
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
取
得
し

た
方
が
、
そ
の
取
得
ご
と
に
一
度
だ
け
納
め
る

県
の
税
金
で
す
。
 

 
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
、
取
得
し

て
か
ら
３
年
以
内
（
平
成
　
年
３
月
　
日
以
前

に
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
２
年
以
内
）
に
そ

の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
た
と
き
な
ど
に
は
、
 

住
宅
用
の
土
地
の
税
金
を
減
額
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
 

 
こ
の
制
度
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
 

て
減
額
す
る
も
の
で
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
 

わ
れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 
 
 

 
 
 
 
　
　
　
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム
 

 
 
 
 
 
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

52152129

20

13

（土） 

33

45

29

11

31

10

5282

　10月１日に、住宅・土地統計調査を次の 
とおり実施しますので、調査員が伺った際 
には調査票への記入など、ご協力ください。 
　調査期日　10月１日 
　調査対象    無作為に選び出された世帯 
　調査方法    統計調査員が９月下旬から10 
　　　　　月上旬までの間に各調査世帯を 
　　　　　訪問し、調査票の記入を依頼し、 
　　　　　後日、回収に伺います。 
　調査事項　住宅などに関する事項。世帯 
　　　　　に関する事項。住環境に関する 
　　　　　事項。現況以外の住宅および土 
　　　　　地に関する事項。 
【問い合わせ先】 
　　企画調整課調整係　　４５－４５３６ 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

（社） 
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県
で
は
、
求
職
中
の
方
の
早
期
就
職
を
支
援
 

す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
県
民
就
職
支
援
セ
ミ
 

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
現
在
、
就
職
活
動
中
の
県
内
在
住
者
で
あ
れ
 

ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
定
員
　
名
、
 

受
講
料
無
料
）
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

 
○
日
時
 
　
月
６
日
〜
８
日
（
３
日
間
）
 

 
○
場
所
 
会
津
若
松
市
中
央
公
民
館
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
民
就
職
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
 

 
 
 
　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
４
７
７
２
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　http://w

w
w
.pref.fukushim

a.jp/ 

　
　
　
　syoko/roudou/index.htm

l

     
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
次
の
日
程
で
、
 

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
労
働
条
件
等
の
ト
ラ
 

ブ
ル
に
つ
い
て
、
出
張
相
談
会
（
秘
密
厳
守
）
 

を
行
い
ま
す
。
労
働
者
・
使
用
者
を
問
い
ま
せ
 

ん
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
す
。
 

 
▼
日
時
 
９
月
　
日
 

 
 
 
 
 
　
時
　
分
〜
　
時
 

 
▼
会
場
 
レ
オ
ク
ラ
ブ
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
エ
ア
 

 
 
 
 
 
 
（
会
津
若
松
市
栄
町
２
―
　
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
 

 
 
 
 
 
　
　
 
０
２
４
│
　
│
７
５
９
４
 

     
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
を
規
制
す
る
法
律
が

９
月
　
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

 
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
は
、
名
前
な
ど
を
隠

し
た
ま
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
性
と
の
交
際
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
者
に
と
っ
て
便
利
な

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
結
果
、
 

凶
悪
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
も
た
く
さ

ん
起
き
て
お
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。
 

 
特
に
　
歳
未
満
の
児
童
は
、
「
出
会
い
系
サ
 

イ
ト
」
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
喜
多
方
警
察
署
生
活
安
全
課
 

 
 
 
　
　
　
 
０
２
４
１
│
　
│
５
１
１
１
 

     
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
ず
に
、
農
地
を
そ
 

れ
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
こ
と
や
、
事
業
計
 

画
の
変
更
手
続
等
を
せ
ず
に
、
転
用
後
の
使
用
 

目
的
を
無
断
で
変
更
す
る
こ
と
は
、
農
地
法
で
 

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
優
良
農
地
の
確
保
と
計
画
的
な
土
地
利
用
推
 

進
の
た
め
に
も
、
違
反
に
よ
る
工
事
の
中
止
や
 

原
状
へ
の
回
復
等
を
求
め
ら
れ
な
い
よ
う
、
農
 

地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
　
　
農
業
委
員
会
 
　
 
│
４
５
３
２
 

45

22

13
18

521

927

28

10

25

30

12

16

14

（日） 
　最近、「本人の知らない間に戸籍上結婚させら 

れている」など、第三者からの虚偽の届出による 

事件等が全国的に発生しています。 

　町では、このような事件を防ぐため、10月１日 

から次の４つの戸籍届出を持参した方に、身分証 

明書を提示していただき本人の確認を行います。 

 

　　・婚　姻　届 

 

　　・協議離婚届 

 

　　・養子縁組届 

 

　　・協議養子離縁届 

 

【問い合わせ先】 

　　町民生活課戸籍住民係　　４５－２２１５ 

　運転免許証やパス 
ポート、住民基本台 
帳カードなど、写真 
が貼り付けられてい 
る官公署発行の身分 
証明書を提示してい 
ただき、本人の確認 
をします。 

身
分
証
明
書
の
必
要
な
届
出
 

本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
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五十嵐　ヨ　ツ（94）　實　　　母　　下小島 
折　笠　富士子（66）　匡　　　妻　　縄　沢 
安　部　幸　子（44）與四郎　　子　　山　口 
宮　川　　　賢（67）キ　ヨ　　夫　　白　坂 
岡　田　福　井（87）　勲　　　母　　宝　川 
五十嵐　トヨノ（80）忠比古　　母　　滝　坂 
佐　藤　利　雄（80）テル子　　夫　　杉　山 
佐　藤　政　夫（73）睦　子　　夫　　道　目 
三　瓶　ト　メ（91）鐵　江　　母　　出　戸 
木　村　主　雄（74）芳　主　　父　　極　入 
 

三　留　　　智　　西　　平 
佐　藤　由　香　　会津若松市 

清　野　柚　葉　　和之・梢　　　芝　草 

二　瓶　啓　太　　良介・友美　　芝　草 

齋　藤　朱　峰　　実・奏子　　　堀　越 

長谷川　みちる　　溶一・友美　　黒　沢 

長谷川　夏　花　　竹雄・いづみ　下野尻 

◆日時　９月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

9月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

9月10日（水） 納期限 

9月30日（火） 納期限 

○国民健康保険税第3期 
○介護保険料第4期 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，１４０人　　　＋　３人 
　男　　　４，４４４人　　　＋　３人 
　女　　　４，６９６人　　　 　０人 
世　帯　　３，００３世帯　　＋　８世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

喜 多 方 市  
会津若松市 
 
西 会 津 町  
会津若松市 
 
河　東　町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市  
会津若松市 
 
塩　川　町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 

佐　藤　歯　科 
菊　地　歯　科 
 
二　瓶　歯　科 
平山歯科矯正歯科 
 
河　東　歯　科 
栗城宏昌歯科 
 
佐　藤　歯　科 
栗　城　歯　科 
 
松　崎　歯　科 
桑　原　歯　科 
 
玉　木　歯　科 
飯寺ファミリー歯科 

（０２４１）２２－０３９４ 
（０２４２）２７－８１１１ 
 
（０２４１）４５－２８４３ 
（０２４２）２７－０４２５ 
 
（０２４２）７５－４８９９ 
（０２４２）２８－４３５０ 
 
（０２４１）２２－０３４４ 
（０２４２）２４－６７１１ 
 
（０２４１）２７－４８０２ 
（０２４２）２６－４０２３ 
 
（０２４２）８３－４８１８ 
（０２４２）２７－０６４８ 

２４－３３３３ 
２５－７０６６ 
３２－２２０１ 
２７－４６０１ 
２８－１２０５ 
 
２４－５０２１ 
２２－０２１２ 
３８－３７１７ 
２７－７６８６ 
２３－１１０３ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－０２４１ 
２７－５６１８ 
２４－０８３０ 
２７－００２１ 
 
２２－２１８１ 
２３－００２３ 
３２－２２７７ 
２７－０９５１ 
２７－０８６２ 
 
２２－０４１４ 
２２－００３４ 
２４－８９１１ 
３２－３３３０ 
３９－２０１０ 
 
２４－３３３３ 
２２－０１４１ 
２７－３７８６ 
２６－３５１５ 
２６－４１３３ 

9月7日 

14日 

15日 

21日 

23日 

28日 

9月7日 

14日 

15日 

21日 

23日 

28日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

鳴　　瀬　　病　　院 
高橋小児クリニック 
荒川胃腸科内科クリニック 
いとう子どもクリニック 
あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 
 
有　　隣　　病　　院 
斎　　藤　　医　　院 
さいとう内科胃腸科クリニック 
森 田 小 児 科 医 院 
舟田クリニック産科婦人科 
 
入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院 
大　　竹　　内　　科 
手　　塚　　医　　院 
さ と う小児科医院 
古 川 産 科 婦 人 科 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
藤　　井　　医　　院 
アピオ・リウマチクリニック 
浜 崎 小 児 科 医 院 
米　　山　　眼　　科 
 
小　　野　　病　　院 
手　代　木　医　院 
遠山胃腸科内科医院 
いいづかファミリークリニック 
いがらし耳鼻咽喉科 
 
鳴　　瀬　　病　　院 
田　　中　　医　　院 
佐藤内科小児科医院 
佐　　藤　　病　　院 
仙波耳鼻咽喉科医院 
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ま
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